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青少年問題の悩みなどお気軽に

言

24-

漂門

(日曜･祝日除く毎日午前9時~午後6時)

1 1

月
1
日
か
ら
一
部
供
用
開
始

　
十
一
月
一
日
か
ら
、
大
久
保
、
広
野
、

伊
勢
田
区
域
の
一
部
で
、
公
共
下
水
道

の
供
用
を
開
始
。
こ
れ
で
、
既
に
一
部

供
用
開
始
し
て
い
る
東
宇
治
処
理
区
と

併
せ
、
本
市
の
東
西
両
地
域
で
の
通
水

が
実
現
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
十
月

三
十
一
日
に
は
、
関
係
者
ら
約
百
五
十

人
が
出
席
し
て
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

▲通水記念式典であいさつする

　池本宇治市長（10月31日、府

　立城南勤労者福祉会館で）

　
本
市
の
洛
南
処
理
区
は
、
京
都

府
の
木
津
川
流
域
下
水
道
事
業
の

関
連
事
業
と
し
て
、
宇
治
川
左
岸

地
域
を
対
象
に
二
土
〈
億
円
の
費

太陽が丘へ3万人

用
か
投
じ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
六
年
余
り
を
経
て
、
十
一

月
一
日
か
亘
部
で
供
用
が
開
始

さ
れ
た
も
の
で
す
。

洛
南
処
理
区

供
用
開
始
区
域
の
概
要

　
今
回
、
洛
南
処
理
区
で
供
用
が

開
始
さ
れ
た
区
域
の
面
積
は
Ｉ
〇

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
九
千
五
百
人
が

対
象
と
な
り
車
ｙ
。

　
ま
た
、
対
象
地
域
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
大
久
保
町
〉
旦
椋
・
平
盛
・
成

　
手
・
北
ノ
山
・
井
ノ
尻
・
西
ノ

　
端
・
田
原
の
一
部

〈
広
野
町
〉
風
呂
垣
外
の
全
部
、

　
岩
ケ
鼻
・
成
田
・
新
成
田
・
西

　
裏
の
一
部

〈
伊
勢
田
町
〉
・
蔭
田
・
名
木
一
丁

　
目
・
名
木
二
丁
目
・
名
木
三
丁

　
目
の
全
部
、
中
ノ
荒
・
新
中
ノ

　
荒
・
中
ノ
田
・
浮
面
の
一
部

　
こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
六
十
一
年

八
月
に
一
部
供
用
開
始
し
た
東
宇

治
処
理
区
と
併
せ
、
木
市
の
東
西

両
地
域
で
通
水
が
実
現
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
に
先
立
ち
、
十
月
三

十
一
日
に
は
、
府
立
城
南
勤
労
者

福
祉
会
館
で
、
関
係
者
ら
約
百
五

十
人
が
出
席
し
て
、
洛
南
処
理
区

通
水
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

水
洗
化
へ
の

　
　
切
り
替
え
を

　
下
水
道
整
備
の
効
果
は
、
処
理

区
域
内
の
家
屋
が
早
期
に
下
水
道

を
利
用
し
、
排
水
設
備
蛮
牛
と

維
持
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初

め
て
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
も
の
で

す
。
対
象
区
域
内
で
の
水
洗
化
へ

の
切
ひ
替
え
は
お
早
め
に
。
市
で

も
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
実

現
す
る
た
め
、
引
身
屋
谷
田
区

域
の
拡
大
、
普
及
の
向
上
に
努
力

し
て
い
き
康
ｙ
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
宅
地
内
の
排
水
設
備
工

事
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

下
水
道
事
務
所
管
理
普
及
課
（
容

⑩
8
4
7
6
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
事
務
所
）

▲父さん、母さん、がんばって/(n月３日、太陽が丘で)

　
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
、
太
陽
が
丘
で
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
8
9
〈
市
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
〉
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
宇
治
の
ま
ち

に
平
成
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
ま
つ

り
を
と
、
「
世
代
を
越
え
た
ふ
れ
あ
い
の
な
か

で
、
宇
治
の
歴
史
と
文
化
を
学
ぼ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
今
回
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
。

　
当
日
は
「
音
楽
の
広
場
」
な
ど
五
つ
の
会
場

が
設
け
ら
八
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
ゲ
ー
ム
や

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
、
交

　
愛
称
は
『
ふ
れ
っ
ぴ
ィ
！
』

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　募集していた「新しいまつり｣の

マスコットの名前は､186点の応募

の中から､前川由美さん卯の｢ふれ

つぴイー｣に決定。よろしくネ。

1
1
月
は

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

　
十
一
月
は
「
全
国
青
少
年
健

全
育
成
強
調
月
間
」
で
す
。

　
次
代
を
担
っ
て
い
く
の
は
青

少
年
。
そ
の
青
少
年
が
社
会
に

お
け
る
役
割
と
責
任
牽
目
覚
し
、

広
い
視
野
と
豊
か
な
情
操
を
培

っ
て
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に

成
長
す
る
こ
と
は
、
市
民
す
べ

て
の
願
い
で
す
。

　
し
妬
し
な
が
ら
、
青
少
年
を

取
り
サ
社
会
環
境
は
悪
化
し

て
お
り
、
万
引
き
・
シ
ン
ナ
ー

な
ど
の
薬
物
の
乱
用
・
そ
の
他

の
非
行
も
、
依
然
と
し
て
、
多

発
し
て
い
毒
司

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な

っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
で
も
、
月
間
中
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
「
中
学

生
の
主
張
」
大
会
な
ど
の
行
事

を
行
い
ま
ず
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
第
８
回
宇
治
市
「
中
学
生
の

　
主
張
」
大
会
＝
１
１
‥
一
月
1
8
日
出

　
午
後
Ｌ
時
半
～
４
時
半
、
文

　
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
。

　
「
社
心
一
の
た
め
、
私
の
や
り
た

　
い
こ
と
」
「
中
学
生
と
し
て
訴

　
え
た
い
こ
と
」
「
い
ま
家
庭
・

　
学
校
生
活
で
考
え
る
こ
と
」

　
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
の
各
中

　
学
校
代
表
の
1
8
人
が
意
見
発

　
表
を
行
い
ま
す
。

○
青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
宇

　
治
運
動
八

　
前
９
時
Ａ
Ｈ
時
、
府
立
宇
治

　
公
園
と
市
内
各
所
で
行
い
ま

　
す
。

○
啓
発
活
動
＝
月
間
中
、
各
地

　
域
青
少
年
育
成
協
議
会
が
各

　
地
区
で
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
青
少
年
婦
人
課
）

1047

公共下水道洛南

処理区

文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
5
周
年
記
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
ー
ベ
ル
科
学
賞
受
賞

福
井
謙
一
さ
ん
が
講
演
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
美
し
い
自
然
に
去
ハ
た
本
　
　
こ
の
伝
続
的
な
文
化
か
親
承
　
建
設
さ
れ
た
宇
治
市
文
化
セ
ン
　
書
館
・
中
央
公
民
館
の
四
館
か
　
　
後
１
時
半
）

Ｗ
市
に
は
、
古
く
か
ら
豊
か
な
文
　
し
、
さ
ら
に
は
新
た
な
文
化
を
　
タ
ー
が
問
館
し
て
五
年
。
又
化
　
ら
成
る
複
台
施
設
と
し
て
、
親
　
　
▽
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
セ
ン
タ
ー
大

心
化
が
は
ぐ
く
去
ぞ
き
ま
し
た
。
印
万
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
　
公
館
・
歴
史
資
料
館
・
中
央
図
　
に
美
れ
、
広
く
利
用
脊
れ
て
き
　
　
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
敦
投
・
工
学
部
長
・
名
誉
教
投
、
京
都
工
芸
繊
継
　
　
　
　
　
き
る
こ
と
」

ｙ
　
｀
三
り
タ
゛
゛
　
　
　
匹
　
大
学
学
長
を
経
て
、
現
在
、
肘
基
礎
化
学
研
究
所
所
長
。
　
　
　
　
　
▽
入
場
・
・
・
煕
料

「
中
学
生
の
主
張
」
大
会

を
開
催

1
1
月
1
8
日
（
土
）

文
化
セ
ン
タ
ー
で

Ｕ治の新しいだ　市民ふれあいまつり

まつりだ！Ｕートピア‘89
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給与支払明細書です

!40歳、勤17年)の場合

293,600円

24,488

12,500

17,168

　5,880

　2,500
-
356,136

37,060

2,936

9,452

19,000

-
68,448

287,688

②調整手当の支給状況

９ ／● Ｃさん(27歳、勤７年)の場合

給
当
当
当
当
当

　
手
手
可
千
手

　
　
　
　
外

　
整
養
目
り
勤
居

　
　
　
　
印

本
調
扶
時
通
住

(支給額計)

長期・短期掛金

市共済掛

所
住
得
民

金
税
税

　(搾除額計)

差引支給額

177,200円

14,176

　　0

12,410

　5,040

　　0
-
208,826

22,367

　1,772

　8,730

　8,900

41,769

167,057

支給ii 象地域 宇治市内全域

支給対象職I( 全職貫（1,383人)

支　　給　　率 ８　　　　％

　　国　の　制　度(宇治市内の官署の支給率)
　　　　　　　　３　　　　％
ただし、官署指定により10％支給官署あり

支給対象職貝１人当たり平均支給月額
　　　　(63年度決算兄込額) 　　22,578円

(年額270,939円)

※1 .調整手当とは。物価などの水準が特に高い地域に勤務している職貝に支給される手
　　　当です。民間の地域差手当（都市手当等）に相当するものです。

　2 .国では、大都市及びその近郊の官署に勤務する職貝に支給されています。大都市の

　　　支給率の一例を示しますと、東京都の特別区、横浜市、川崎市、名古屋市､京都市、

　　　大阪市、神戸市は10％となっています。

③退職手当の状況

区　　　分
本　　　　市 国

自己都合 特退・定年 自己都合 勧奨・定年

元年４月１日

現在の支給率

勤続20年 21.8　月分 32.1月分 21.0月分 28.875月分

勤続25年 33.725月分 47.16月分 33.75月分 44.55月分

勤続35年 49.375月分 66.54月分 47.5月分 62.7　月分

最高限度額 62.3　月分 66.54月分 60.0月分 62.7　月分

その他の加算措置 制　度　な　し 定年前早期退職特例措置
　　(z％～za％加算)

退職時特別昇給 原則１号給 １号俸

１人当たり平均支給額
自己都合523万円(平均勤続年数14年)

特退-定年1,812万円(平均勤続年数25年)
一一

※1.本市の特退とは特別希望退職のことであ')。年齢5o歳以上の職員を対象とする退職
　　　制度です。

　2 . 1人当たり平均支給額は, 63年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均m

　　　です。なお、国の平均支給額は公表されていません。

　3 .本市の退職手当の支給率は、､国と同じ支給率とするため年度ごとに段階的な引き下

　　　げを行う措置を図っています。この措置により, We高支給額を例にとりますと、平

　　　成２年４月１日には、国と同率の62.7月分となります。

④時間外勤務手当の支給状況

区　　　　分 63年度決算見込額 62年度

支　　袷　　総　　額 326,844千円 317,258千円

職員１人当たり支給月額 19,609円（年fil235,309円） 19,256円（年額231,070円）

⑤特殊勤務手当の支給状況

区　　　　　分 全　　　職　　　種

職貝全体に占める手当支給職貝の割合 44,1％

支給対象職貝１人当たり平均支給月額 8,712円（年額104,538円）

手当の種類（手当数） l種

代表的な

手当の名称

支給額の多い手当 消防職員手当、ごみ収集作業手当、
屋外における直接労務手当

多くの職貝に
支給されている手当

技術職員手当、消防職貝手当
ごみ収集作業手当

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
宇
治
市

職
員
の
給
与
（
平
成
元
年
四
月

　
　
‐
現
在
）
　
の
あ
ら
ま
し
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
職

員
の
給
与
は
、
地
方
公
務
員
法

第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、

生
計
費
、
国
及
び
他
の
地
方
公

共
団
体
の
職
員
の
給
与
及
び
民

間
企
業
従
事
者
の
給
与
の
事
情

を
考
慮
し
て
、
市
議
会
の
議
決

を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

⑥扶養･住居･通勤手当の支給内容及び国の制度との相違点

区　分 内　　　　　　容
L£刀献変との恥］

国の制度と異なる内容

扶養f-当

配　偶　名’　　　　　　　16,000円
配偶者以外の扶養親族

　（子・その他)　　　　　　4,500円
配偶者のない職nの扶養
親族１人目　　　　　　　　10,500円

異なる
配偶者以外の扶養親族のうち３人目
以上
　本市4.500円　　国1,000円

住居手当
借家･借間　最tal支給s.度額　21,000円
自己所有家屋　取得5年未満　　2,500円

　　　　　　　取得５年以上　　l.OfX)円
異なる
(f桝手当力伎給されない借家・俳間
の家v頷

本市3,000円以下　国11,000円以下

通勤手当

全額保障s.度額　　　　　　26,000円
全頷保障限度額を超える場合
は超える額の沁を加算

異なる

本心　交通用輿利用酋も交通機関利

　　　用者に準じて支給

最高支給限度額　国　26,000円

　　　　　　　　本市26,000円を超

　　　　　　　　　　　える額は沁を

　　　　　　　　　　　加算する

(7)ラスパイレス指数の状況

※金額は、いずれも月額です

年

度
56 57 58 59 60 61 62 63 ;じ

指

数
120.6 Ii7.1 116.7 115.1 113.9 110.7 108.7 107.3

105.2
試Vi-

※1.ラスパイレス指数li。地方公共団体の職貝構成が、国と同一であると仮定した場合

　　　に、国の給料額を100として求められる数値です。

　2 . K.年度の数値は、本市が独自で試算したものです。

(8)特別職の報酬等の状況

区　　　分 給　　料　　月　　額　　辱

綸　　料

巾I ti 800,000円

助　役 660,000円

収入役 580､O0O円

報　　　酬

議　長 480､000円

剛議長 440,00c円

議　貝 400,( 0(円

期末・勤勉

手　　　当

区　　　　分 期　　末 勤　　勉

市　長
助　役

収入役

63年度

支給割合

６月期 1.4月分 0.5月分

12月期 i.9月分 0.6月分

３月期 0.5月分 -

計 3.8月分 1.1月分

議　長

副議長
議　貝

63年度

支給割合

６月期 i.4;j分 -

12 n期 1.9月分 --

３月期 0.5月分 一一一

計 3.8月分 -

※市長等三役及び市議会議貝の給料月額等は、市長が特別職報酬等審議会に諮問し、同審

　議会から出される答申を基に議会の議決を経て改定されます。

1048

お
知
ら
せ
し
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
職
員
の
給
与
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ぶ
゛
の
怖
た
ち

ご:ぎIN,已
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(1)職員給与の支払明細 平成元年４月分給与として支払われた標準的なm務のunの

A課長(45歳､勤21年)の場合

　
手
手

　
り
養

本
調
扶

管理職手

勤
居
通
住

給
当
当
当

　4支給額計）

長期・短期掛金

市共済掛

所
住
得
民

金
税
税

　(搾除額計)

差引支綸額

336,800円

32,086

20,500

43,784

　5,040

　1,000
-
439,210

42,514

3,368

18,428

29,500
-
93,810

345,400

B係B

本

調　整

扶　養

時間

通　勤

住　居

綸
当
当
当
当
当

　
予
予
了
手
手

　
　
　
外

(支給額計)

長期･ 短期掛金

市
所
住

共済掛

得
民

金
税
税

　(搾m額計)

差引支綸額

※長期・短期掛金は、民間企業従事者の厚生年金保険料・健康保険料に相当します。

u職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

区　　分
一般行政職 技　能　労　務　職

平均給料月額平均給与月額平均年齢 平均給料月額平均給与月額平均年齢

本　　市 267,438円 345.805円 38.7)S 276,613円 339,555円 44.7歳

国 246,475円 - 39.3歳 227,561円 - 47.8歳

※1. 給料とは、いわゆる本給(基本給)であり、給与とは、本給と諸手当の合計額です。
　　　諸手当には、扶養手当.住居手当、通勤手当、調整手当.時間外i}務手当、特i殊勤

　　　'務手当.管理職手当などが含まれています。

　2.国の一般行政職は、行政職俸給表(-)、技能労務職は、行政職俸給鞄コの適用職貝で

　　　す。国の平均給与月額は公表されていません。

{3職員の初任給の状況

区　　分
大　　学　　卒 高　　校　　卒

初任給 採用２年経過日の給料月額 初任給 採用２年経過日の給料月額

一般
行政職

本市 126,800円 140,900円 108,800円 116,700円

国 121,100円 133,500円 102,200円 108,800円

※初任給及び採用２年経過日とも、本市の給料月額は国よりも大学卒で１号給、高校卒で

　２号給高い金額となっています。

w市職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

※経験年数とは。卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をい

　います。

(5)一般行政職の級別職員数の状況

区　　　分 l級 ２級 ３級 4級 ５級 ６級 ７級 8ti 9級 計

標準的な職務内容 主　事　等
係長
主査
主任
主幹
課長

室長
部長
次長
参事
／

職　　　　貝　　、　数 8人 32人 45人 150人211人132人 28人 55人 26人 687人

構　　　　成　　　　比1.2％4.7％6.5％21.8％30.7％19.2％ 4.1％8.0％3.8％100％

参　考
１年前の構成比1.0％5.5％7.4％II,.1% 28.0％17.7％ 3.8％9.0％3.4％100％

５年前の構成比- 4.6％9.6％41.8％ - 30.9％ - 9.8％3.3％100％

※1 .本市の給与条例に基づく給料表の級の区分による職員数です。60年７月から宇治市

　　　職貝の給料表を国の行政職俸給表(－)の再編に準じて, 7等級制から９級制に改め
　　　ています。また, 62年４月１日から主事等の６級ワタリを廃止し、主事等は５級ま

　　　でとしています。
　2 .標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

am員手当の状況

　①期末・勤勉手当の支給割合

区　　　　分
本　　　　市 国

期　　末 勤　　勉 期　　末 勤　　勉

63年度
支綸割介

６月期 1.4月分 0.5月分 1.4月分 0.5月分

12月期 1.9月分 0.6月分． 1.9月分 0.6月分

３月期 o.5;i分 - 0.5月分 -

計 3.8月分 1.1月分 3.8月分 1.1月分

▲好評発売中の「宇治の佛たち」

く
ほ
う
）
か
ら
天
暦
（
て
ん
り
や

く
）
へ
②
疋
朝
（
じ
ょ
う
ち
ょ
う
）

様
式
成
立
前
後
③
繊
細
な
仏
た
ち

ふ
厚
実
へ
の
目
覚
め
、
と
時
代
に

よ
っ
て
ブ
ロ
″
ク
分
け
を
し
て
い

ま
す
。
仏
像
の
各
時
代
に
よ
る
様

式
の
変
化
や
時
代
ｓ
ｉ
ｉ
ｉ
:
^
A
J
仏
像
の

持
徴
な
ど
に
つ
い
て
も
分
か
り
や

す
く
説
閲
し
て
い
ま
す
。

　
体
裁
は
Λ
５
変
寸
、
百
八
十
ペ

ー
ジ
。
定
価
は
七
百
円
で
す
。

　
お
求
め
は
、
歴
史
資
料
館
（
折

居
台
一
丁
目
一
･
ｅ
⑩
Ａ
１
１
）

で
。
な
お
、
社
会
教
育
課
・
地
区

公
民
館
・
観
光
セ
ン
タ
ー
で
も
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

　　　'゛"“｀　　　　　　　　　　　　　　指　揮　山　田　一　雄

　　　　管弦楽組曲第3番　　　　　　　管弦楽　京都市交響楽団

　　　ベートーベン　　　　　　　　　　独　唱　ソプラノ瀬野　光子

　　　　交響曲｢第9番｣(合o.".付)　　　　　　　　アルト　森池日佐子

と　き　12月9日(土)　　　　　テノ―ル林　　　誠

　　　　　午後６時半開演(開場６時)　　　　　バリトン桜井itt樹

ところ　文化センター大ホール　　‰ドヅプツ

　
。
‐
防
一
史
資
料
館
で
は
、
こ
の
ほ
ど

「
宇
治
の
佛
た
ち
」
を
発
刊
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
宇
治
の
歴
史
と
文
化

　
宇
治
文
庫
Ｉ

「
宇
治
の
佛
た
ち
」
を
発
刊

４
市
民
参
加
で
盛
り
あ
が
っ
た
第
１
回
宇

　
治
市
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
（
Ｓ
、
1
1
・
８
）

を
、
仏
像
・
王
朝
時
代
・
巨
椋
（
お

ぐ
ら
）
池
・
宇
治
僑
・
宇
治
茶
な

ど
色
々
な
視
点
か
ら
取
ひ
上
げ
よ

う
と
考
え
て
い
る
「
宇
治
文
ｍ
」
シ

リ
ー
ズ
の
第
一
冊
目
で
す
。

　
古
く
か
ら
宇
治
の
人
々
に
よ
っ

て
守
ら
れ
、
税
し
ま
れ
、
信
仰
さ

れ
て
き
た
市
内
の
洽

と
密
接
な
関
係
を
も
つ
久
御
山
・

城
陽
な
ど
近
隣
の
仏
座
七
十
八
体

（
神
像
を
含
む
）
に
つ
い
て
、
写
真

を
ま
じ
え
、
そ
の
歴
史
や
見
所
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

り
い
ぽ
に
よ
い
て
は
、
や
身
の
ぢ
頁

だ
け
で
た
く
、
そ
の
仏
像
の
一
名

の
特
徴
と
た
る
一
］
所
か
拡
大
し
た

'
"
Ｓ
輿
ち
豊
一
い
…
に
掲
拉
。
ほ
て
、
読

ん
で
、
じ
た
ち
と
対
話
を
す
る
こ

と
ら
で
キ
’
ま
で
。

　
ま
た
、
じ
ト
ペ
体
の
隔

成
年
代
に
よ
っ
て
、
Ｉ
白
以
（
は

歴
史
資
料
館

　
開
館
5
周
年
記
念
特
別
展

宇
治
の
古
絵
図

　
－
ふ
る
さ
と
の
風
景
1

　
1
1
月
2
6
日
間
ま
で

　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
月
曜
・
祝
日
は
休
館

　
大
人
2
0
0
円
・
小
中
学
生
6
0
円

　
展
示
図
録
8
0
0
円

前売券(全自由席)　大人　3,500円

＝-".日は各300円増＝　　小･中学生　1,500円

●前売券や問い合わせは文化センター(n⑩2川)へ

　　　※孔幼児は入場できません(保肯室あり)

主催：宇ふU第几コン-+)- ート実If かit.会／宇治市・宇丿

巾教青た口会／(叶)宇治巾文化センター　後援：京都府

文化センター開館5周年記念

宇治市第九コンｻート
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ご飯をちよつと一工夫

高齢者料理教室

　　　12月1日・木幡公民館で

　
健
康
保
持
の
た
め
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
た
料
理
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
毎
日
の
食

卓
に
登
場
す
る
ご
飯
を
、
ち
ょ
っ

と
工
夫
し
て
、
食
事
の
ひ
と
と
き

を
よ
り
楽
し
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
１
日
出
、
午
前

９
時
半
～
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
・
：

木
幡
公
・
民
館
▼
内
容
・
：
米
や
栄
養

の
話
、
米
を
使
っ
た
料
理
の
実
習

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
で
6
5
歳
以
上

の
人
▼
定
早
：
2
5
人
（
先
着
順
）
▼

指
導
・
・
・
食
牛
活
改
善
推
進
員
・
若

葉
の
会
（
一
班
）
▼
材
料
費
・
・
・
無
料

▼
持
ち
物
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
ふ
伍
ん
、
筆
記
用
具
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
木
幡
公
民
館

（
豊
⑩
8
2
9
0
）
へ
来
館
か
電
話

で
▼
共
催
…
若
葉
の
会
。

　
（
木
幡
公
民
館
・
農
林
茶
業
課
）

お
知
ら
せ

　
臨
時
職
員
登
録
者
の
募
集

　
市
で
は
、
一
般
事
務
補
助
の
臨

時
職
員
登
録
者
を
募
集
中
で
す
。

応
募
資
格
は
、
十
八
歳
か
ら
四
十

歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
女
性
で
、
午
前

八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
勤
務

で
き
る
人
。
応
募
者
は
名
簿
に
登

録
し
、
必
要
に
応
じ
て
選
考
し
雇

用
し
康
す
。
登
録
か
県
四
畢
る
人

は
、
市
販
０
　
履
祭
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
写
真
を
は
っ
て
、
職

員
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
・
内
線

２
１
８
）
へ
。
郵
送
可
。
ワ
ー
プ
ロ

が
で
き
る
人
は
、
そ
の
回
函
眠

書
に
明
記
を
。
　
　
（
職
員
課
）

消
費
者

コ
ー
ナ
ー

　
屋
根
や
外
壁
の
張
瞎
替
え
や

塗
詐
替
え
、
バ
ル
コ
ニ
ー
や
カ

ー
ポ
ー
ト
の
増
築
な
ど
の
抑
い

で
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
訪
問
を

受
け
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
最
近
、
こ
れ
ら
の
契
約
に

よ
り
、
価
格
・
技
術
面
や
建
築

基
準
法
違
反
な
ど
、
施
工
上
の

ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
見
ら
れ
ま
ず
。

　
べ

一
言
い

が
う
た
い
文
句

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
住
宅
の

改
修
な
ど
を
売
り
込
む
の
に
、

「
あ
な
た
の
お
宅
は
、
通
り
か
ら

良
く
見
え
て
場
所
が
良
い
の
で
、

モ
デ
ル
工
事
を
さ
せ
て
も
ら
政

な
い
で
し
よ
シ
か
」
と
か
「
写

真
を
パ
ン
フ
レ
″
ト
に
載
せ
さ

せ
て
ち
ら
つ
」
と
見
本
工
事
・

　
市
立
保
育
所
の
臨
時
職
員

　
　
　
登
録
希
望
者
を
募
集

　
市
で
は
、
市
立
保
育
所
の
臨
時

職
具
ア
ル
バ
イ
ト
）
の
登
録
希
望

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
職
種
は

保
ほ
（
有
資
格
者
か
保
育
に
意
欲

の
あ
る
人
）
、
用
務
、
調
理
の
い
ず

れ
か
。
登
録
者
の
中
か
ら
必
要
に

応
じ
て
選
考
し
雇
用
に
ま
す
。
登

録
盈
拐
手
る
人
は
、
市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
（
保
母
資
格
の

あ
る
人
は
必
ず
そ
の
旨
も
）
を
記

入
し
縮
真
を
は
っ
て
保
育
課
（
内

線
３
３
０
）
へ
。
　
（
保
育
課
）

　
体
力
テ
ス
ト
判
定
員

　
　
　
　
　
　
養
成
講
桝
会

　
叫
日
本
体
育
協
会
の
公
認
体
力

テ
ス
ト
判
定
員
を
養
成
す
る
た
め

の
講
習
会
で
す
。

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
３
日
間
、
午
前

９
時
半
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ

…
黄
璧
体
育
館
▼
対
象
・
：
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
指
導
者
、
体
育
指
導
員
、

学
校
教
職
員
そ
の
他
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ
に
携
わ
る
人
、
事
業
所
の
職

口
厚
生
担
当
者
▼
定
員
…
4
0
人
▼

内
容
…
講
義
、
実
技
、
筆
記
テ
ス

ト
な
ど
▼
費
川
…
テ
キ
ス
ト
代
―

に
使
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
工
事

も
丁
寧
で
安
く
で
き
る
と
思
い

が
ち
で
す
。
し
か
し
、
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
か
ら
見
れ
ば
、
必
ず

し
な
て
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
見
本
工
事
の
値
引
き
に

は
、
あ
ら
か
に
あ
本
来
の
価
格

よ
り
も
高
い
数
値
か
設
定
し
て

七
百
五
十
円
、
認
定
料
＝
千
円
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
Ｈ
月

2
4
日
廊
ま
で
に
、
所
定
の
申
込
書

に
参
加
経
費
夕
添
え
て
、
市
民
体

育
課
（
内
線
４
７
９
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
市
民
テ
ニ
ス
（
硬
式
）
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
２
日
出
・
３
日

間
・
９
日
出
・
1
0
日
間
、
午
後
１

時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
東
山
公
園

▼
対
象
…
中
学
生
以
上
の
市
民
、

市
内
在
勤
・
在
学
者
の
初
心
者
か

経
験
１
年
禾
満
の
人
▼
定
員
…
4
5

人
（
先
着
順
）
▼
参
加
料
…
二
千
五

百
円
▼
申
し
込
み
：
1
1
月
い
１
１
日
出

午
前
９
時
か
ら
、
黄
聚
体
育
館
内

剛
宇
治
市
体
育
箆
ｙ
（
豊
⑩
1
9

0
5
）
へ
▼
主
催
＝
・
宇
治
市
テ
ニ

ス
協
会
。
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
　
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
山
城
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ー

　
十
一
月
二
十
三
日
叫
午
前
十

時
半
か
ら
、
太
陽
が
丘
第
二
競
技

場
で
、
第
一
回
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
山
城
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
フ
ェ

ス
テ
ー
ハ
ル
が
聞
か
れ
ま
す
。
山

城
地
域
三
山
八
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少

え
ば
、
外
り
材
に
は
防
火
材
の

認
定
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
バ

ル
コ
ニ
ー
や
サ
ン
ル
ー
ム
を
設

置
・
施
工
す
る
に
は
建
築
基
準

法
の
確
認
申
請
が
必
要
で
あ
っ

て
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
チ
ェ

″
ク
さ
れ
な
い
ま
圭
工
小
が
進

め
ら
元
て
し
ホ
つ
側
か
あ
り
ま

改
修
工
事
の
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

モ
デ
ル
工
事
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
、
「
ふ
汪
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期

間
中
な
の
で
、
通
常
価
格
よ
り

値
引
き
し
て
格
安
に
な
っ
て
い

ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
契
約
を

勧
め
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
「
モ
デ
ル
製

品
」
と
か
「
見
本
工
事
」
な
ど

と
言
わ
れ
る
と
、
宣
伝
の
た
め

お
い
て
、
そ
の
価
格
か
ら
安
く

す
る
と
い
う
二
重
価
格
も
あ
る

の
で
す
。

契
約
は
兄
積
も
り
を
と
り

　
　
　
　
　
　
慎
重
に

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
中
に
は
、

技
術
や
法
律
の
専
門
知
識
が
少

な
い
者
も
い
る
よ
つ
で
す
。
例

す
。
完
成
し
て
も
、
ず
さ
ん
な

工
事
の
た
め
、
安
全
上
に
問
題

が
あ
り
な
が
ら
、
多
額
の
支
払

い
だ
け
が
残
る
ケ
ー
ス
が
見
ら

れ
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
既
製
の
商
品
の

交
換
や
取
り
付
け
で
あ
っ
て
も
、

家
の
改
築
に
伴
う
エ
事
で
は
必

ず
見
積
も
り
を
と
り
、
価
格
や

名
橋
宇
治
橋
擬
宝
珠
銘
に
つ
い
て

講
演
会
を
開
催

　
現
在
の
宇
治
橋
の
両
端
、
左

右
の
擬
宝
珠
（
ぎ
ぽ
し
）
に
は
、

故
吉
川
幸
次
郎
さ
ん
作
の
、
宇

治
川
の
流
れ
と
と
も
に
は
ぐ
く

ま
れ
た
風
土
か
肯
嘆
（
し
ょ
う

た
ん
）
す
る
漢
詩
が
刻
銘
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
擬
宝
珠
は
、

昭
和
二
十
六
年
四
月
、
宇
治
市

年
団
か
ら
約
四
千
人
が
参
加
し
、

レ
ク
リ
干
－
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
な
ど

で
交
流
を
深
め
未
了
。
皆
さ
ん
ご

声
援
く
だ
さ
い
。
（
市
民
体
育
課
）

　
自
衛
官
の
募
集

　
ｙ
種
別
・
受
け
付
け
・
資
格
・
：

つ
男
子
２
等
陸
士
・
海
士
・
空
士

＝
1
9
1
丹
2
8
日
困
ま
で
、
1
8
歳
以
上

2
5
歳
未
満
足
男
子
２
等
陸
士
・
海

士
・
空
士
＝
２
年
３
月
中
旬
ま
で
、

２
年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予

定
者
石
男
子
自
衛
隊
生
徒
＝
２
年

１
月
５
日
閑
ま
で
、
中
卒
（
見
込

み
了
1
7
歳
末
賜
‐
’
。
、
ご
男
子
・
女
子
医

科
・
歯
科
幹
部
‥
‥
年
間
を
通
じ
て
、

品
質
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、

設
計
・
監
理
か
苔
め
て
、
時
間

を
か
け
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
大
切
な
の
は
、
良
い

商
品
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
う
ん

で
す
が
、
少
々
安
く
買
え
る
こ

と
よ
り
、
信
用
の
あ
る
業
者
を

利
用
す
る
方
が
、
結
果
的
に
は

得
に
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に

も
役
立
つ
と
い
え
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

制
施
行
を
記
念
し
て
設
置
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
財
団
法
人
宇
治
市
文
化
財
愛

護
協
会
で
は
、
こ
の
擬
宝
珠
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
、
次
の
と

お
り
開
催
し
季
ｙ
。
入
場
は
無

料
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
Ｈ
月
2
4
日
出
、
午

医
科
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者
。

　
二
年
三
月
新
規
高
等
学
校
卒
業

予
定
者
の
受
け
付
け
と
試
験
期
日

に
つ
い
て
は
、
以
上
の
こ
と
に
か

か
わ
ら
ず
、
文
部
・
労
働
両
省
か

ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
に
実
施
。

　
詳
に
て
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

（
ａ
㈲
7
1
3
9
）
か
市
役
所
企
画

管
理
部
総
務
課
（
内
線
４
３
２
）
へ
。

　
　
　
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
街
灯
料
金
の
補
助

　
市
で
は
、
自
治
（
町
内
）
会
が
管

理
す
る
街
灯
の
電
気
料
金
を
補
助

し
ま
す
。
補
助
額
は
、
次
の
①
か

②
の
い
ず
れ
か
低
い
方
で
す
。

　
①
街
灯
数
×
蛍
光
灯
2
0
ｗ
の
定

額
料
金
１
ヵ
月
分
（
2
1
5
円
）
×
1
2
ヵ

月
×
３
分
の
１
②
1
0
月
分
電
気
料

金
×
1
2
ヵ
月
×
３
分
の
１
．

　
既
に
、
各
自
治
（
町
内
）
会
長
さ

ん
に
関
係
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
十
一
月
三
十
日
困
ま
で

　
十
月
一
日
号
市
政
だ
よ
り
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
「
健
硯
つ
く
り

推
進
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集
は
、

好
評
に
つ
き
、
十
一
月
二
十
日
㈲

ま
で
、
応
募
期
間
を
延
長
し
毒
了
。

▽
応
募
資
格
・
・
・
市
内
在
住
の
小
学

　
校
４
年
生
か
ら
中
学
生

▽
応
募
作
品
…
４
ツ
切
画
用
紙
に

　
ク
レ
ヨ
ン
か
水
彩
絵
の
具
で
。

　
裏
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

　
学
校
名
・
学
年
を
記
入
の
こ
と

前
1
0
時
半
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公

民
館
展
示
集
会
室
▼
テ
ー
マ
・
：

名
橋
宇
治
橋
擬
宝
珠
銘
に
つ
い

て
▼
講
師
…
関
西
大
学
教
授
・

奥
村
郁
三
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

ト
漢
詩
が
刻
ま
れ
た

　
　
宇
治
橋
の
擬
宝
珠

に
維
持
課
（
内
線
３
７
７
）
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
維
持
課
）

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
入
門
≪
＄
ｒ
.
会

　
▼
と
き
…
Ｈ
月
1
6
日
田
か
ら
、

毎
週
木
曜
日
の
３
ヵ
月
間
。
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
苑
道
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
・
：
受
講

料
よ
不
円
、
教
材
費
＝
千
円
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
宇
治

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
・
中
村
日
出
男

さ
ん
（
ａ
⑩
2
0
4
7
）
か
北
村

南
洋
次
郎
さ
ん
（
容
c
0
1
7
3
）

へ
。
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
　
　
　
　
　
実
技
講
ｒ
.
会

　
黄
璧
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
か
薬
し
ぐ
安
全
に
利
用
す
る

た
め
の
実
技
講
習
会
で
す
。

　
▼
と
き
…
Ｈ
月
2
5
日
出
、
午
後

２
時
と
６
時
の
２
回
▼
と
こ
ろ
…

黄
緊
体
育
館
▼
対
象
・
：
1
5
歳
以
上

▽
テ
ー
マ
・
・
・
適
度
な
運
動
や
休
養
、

　
食
事
な
ど
健
康
づ
く
り
に
関
す

　
る
も
の

▽
応
募
方
法
・
：
市
役
所
国
民
健
康

　
保
険
課
給
付
係
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵

　
琶
羽
内
線
２
９
６
）
へ
、
持
参

　
か
郵
送
で
（
締
め
切
り
当
日
の

　
消
印
ま
で
有
効
）

応
募
さ
れ
た
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
著
作
権
は

　
十
一
月
三
日
・
四
日
の
両
月
、

宇
治
産
業
会
館
で
。
サ
ン
フ
ェ

ス
タ
宇
治
8
9
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
内
、
ミ
ス
宇
治
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
百
二
十
一
人
の
応

募
者
の
中
か
ら
、
初
代
の
ミ
ス

宇
治
と
し
て
、
鳳
肪
に
西
川
三

和
子
さ
ん
（
岨
）
＝
宇
治
市
宇
治

会
贅
ヽ
朝
霧
に
前
田
心
営

ん
（
ご
）
＝
守
治
市
小
倉
町
・
歯

科
助
手
、
薦
香
に
塩
塚
真
弓
さ

ん
（
ニ
Ｏ
Ｔ
宇
治
市
木
幡
・
学
生

▲初代のミス宇治に選ばれた西川､前田､塩塚さん(左から)

の
三
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
三

人
は
今
後
、
市
内
の
催
し
な
ど

を
も
り
立
て
、
宇
治
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
活
躍
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ヤ
ン
グ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
で

は
、
ヤ
ン
グ
グ
″
ズ
や
地
元
製

品
コ
ー
ナ
ー
、
タ
レ
ン
ト
シ
ョ

″
プ
で
の
買
い
物
を
楽
し
む
若

者
な
ど
で
に
が
石
い
ま
し
た
。

ト
若
者
や
家
族
づ
れ
で
に
ぎ
わ
っ

　
た
ヤ
ン
グ
グ
ツ
ズ
コ
ー
ナ
ー

1050

－
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定
員
・
：

各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
…
千

円
（
顔
写
真
・
印
鑑
も
必
要
）
▼
申

し
込
み
：
1
1
月
1
2
日
開
午
前
９

時
か
ら
直
接
黄
槃
体
育
館
（
容
⑩

4
0
0
1
）
へ
。
　
（
公
園
公
社
）

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
う
じ

　
健
康
づ
く
り
推
進
啓
発
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
　
　
　
応
募
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ

宇
治
市
に
帰
属
し
毒
ｙ
。

　
選
考
の
結
果
、
優
秀
作
品
に
は

賞
状
と
賞
品
を
お
渡
し
し
未
丁
。

な
お
、
そ
の
中
で
も
特
に
優
秀
と

思
わ
れ
る
作
品
を
、
小
・
中
学
生

か
ら
各
・
一
点
ず
つ
、
京
都
府
国
保

連
合
会
の
健
辰
つ
く
り
推
進
ポ
ス

タ
ー
募
集
選
考
委
員
会
に
、
宇
治

市
代
表
と
し
て
推
薦
に
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
国
民
健
康
保
険
課
）

　
市
民
文
化
祭
が
開
催
中
で
す
。
会
場
の
文
化

セ
ン
タ
ー
に
は
、
宇
治
の
文
化
活
動
の
Ｉ
端
に

ふ
れ
ぷ
つ
と
多
く
の
市
民
が
訪
れ
、
既
に
終
了

し
た
発
表
の
部
や
展
示
の
部
第
一
部
・
第
二
部

で
は
、
多
彩
な
力
作
・
熱
演
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

残
る
展
示
の
部
第
三
部
（
陶
工
芸
・
額
装
品
・

生
花
・
拓
本
・
文
芸
）
は
十
一
月
十
二
日
旧
ま

で
、
菊
花
の
部
は
十
八
日
出
ま
で
、
茶
席
は
十

二
日
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
ず
。

▲作品を前に話に花が咲きます(10月27日､中央公民館で)

サ
ン
フ
ェ
ス
タ
宇
治
‘
8
9
に
ぎ
わ
う

ミ
ス
宇
治
に
西
川
、
前
田
、
塩
塚
さ
ん
決
ま
る

市民文化祭開催中
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